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１
面
…
…
第
41
回
全
国
大
会
を
山
口
県
で
開
催

２
面
…
…
大
会
宣
言
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
を
採
択

３
面
…
…
全
国
大
会
、
玉
川
会
長
式
辞

４
面
…
…
岐
阜
大
会
「
逮
捕
」
に
1
0
5
1
名

５
面
…
…
明
星
セ
メ
ン
ト
・
事
業
部
会
視
察
報
告

６
面
…
…
高
知
市
で
適
正
管
理
推
進
協
議
会
が
発
足

大
会
旗
を
掲
げ
る
玉
川
会
長

【10月号】

全国環整連

第
41
回
全
国
大
会
（
山
口
）
を
盛
大
に
挙
行

2
日
間
1
2
0
0
名
参
加
し
大
会
宣
言
等
採
択

　

23
日
の
式
典
は
午
後
1
時

か
ら
始
ま
っ
た
。
大
会
旗
入

場
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
、

地
元
・
山
口
市
環
境
整
備
事

業
協
同
組
合
の
三
好
恵
彦
代

表
に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、
玉

川
会
長
は
「
人
口
減
少
等
の

リ
ス
ク
対
策
が
急
が
れ
る
中
、

私
た
ち
は
下
水
道
と
浄
化
槽

に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
下
水
道
に
よ
る
集
合
処

理
は
合
理
的
な
手
法
で
は
あ

る
が
、
毎
年
1
兆
円
の
赤
字

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
10
月
23
・
24
日
、
山

口
市
の
ホ
テ
ル
か
め
福
で
第
41
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
23
日
に
大
会
式
典
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇
親
会
、
24
日
に
方
針
・
本
会
議
を
開
き
、
本
会
議
で
は
浄

化
槽
保
守
点
検
回
数
の
是
正
、
維
持
管
理
の
一
元
化
、
区
域
割
り
の
設
定
な
ど
13
項
目

を
盛
り
込
ん
だ
政
府
に
対
す
る
要
望
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
大
会
宣
言
で
は
、
適
正

業
務
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
団
結
し
、
組
合
員
相
互
を
守
り
抜
く
と
し
た
。
2
日
間

の
日
程
で
延
べ
1
2
0
0
人
が
参
加
し
、
来
賓
に
は
国
、
県
、
自
治
体
、
さ
ら
に
公
明

党
の
山
本
博
司
参
議
院
議
員
や
民
主
党
の
小
見
山
幸
治
参
議
院
議
員
な
ど
多
く
の
国
会

議
員
・
秘
書
が
出
席
し
た
。

を
一
般
会
計
か
ら
補
填
し
て

い
る
上
に
、
使
用
料
の
収
入

減
で
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
。
一
方
、
浄
化
槽
は
革
新
的

水
処
理
装
置
で
あ
る
が
、
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査

の
い
ず
れ
に
も
問
題
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
制
度

の
不
備
と
怠
慢
を
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
全
国
環
整
連

で
は
今
後
、
独
居
老
人
世
帯

の
料
金
問
題
に
も
行
政
か
ら

の
要
望
に
対
応
す
る
こ
と
を

明
言
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
改
善
す
る
こ
と
が
水
環
境
、

自
治
体
財
政
、
そ
し
て
国
益

に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

大
会
式
辞
を
読
み
上
げ
た
。

　

次
い
で
優
良
役
員
10
名
、
優

良
従
業
員
36
名
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ

た
の
ち
、
来
賓
祝

辞
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
環
境

省
の
和
田
篤
也
廃

棄
物
対
策
課
長

は
、「
今
後
の
汚

水
処
理
施
設
の
整

備
は
人
口
散
在
地

域
が
中
心
と
な
る

が
、
環
境
保
全
効

果
、
経
済
性
に
優

れ
、
災
害
に
も
強
い
浄
化
槽
の

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

る
。
地
方
創
生
や
国
土
強
靱
化

の
観
点
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
お

り
、
全
国
環
整
連
の
皆
さ
ま
の

ま
す
ま
す
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
鎌
形
浩
史
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
長
の
祝
辞

を
代
読
。

　

山
本
博
司
参
議
院
議
員
は

「
公
明
党
で
は
、
環
境
大
臣
を

務
め
た
斉
藤
鉄
夫
幹
事
長
代

行
を
中
心
に
、
浄
化
槽
を
推

進
す
る
議
員
懇
話
会
を
作
っ

て
い
る
。
26
年
度
の
デ
ー
タ

で
は
汚
水
処
理
未
普
及
人
口

が
1
3
2
6
万
人
と
な
っ
て

お
り
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が

4
3
7
万
基
残
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
課
題
を
い
か
に
解
決
す

る
か
が
大
変
重
要
な
課
題
で
、

私
た
ち
与
党
と
し
て
、
ま
ず
は

予
算
を
し
っ
か
り
付
け
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
助
成
率
の
引
き
上
げ

等
、
地
方
創
生
と
併
せ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
あ
と
は
午
後
2
時
半

か
ら
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
環
境
省
の
和

田
課
長
が
「
一
般
廃
棄
物
処

理
計
画
の
重

要
性
と
市
町

村
の
処
理
責

任
」
、
山
口
県

廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
対

策
課
の
小
田

聡
克
調
整
監

が
「
山
口
県

の
一
般
廃
棄

物
の
現
状
と

課
題
」
に
つ

い
て
解
説
。

　

パ

ネ

ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
山

口
市
議
会
の

村
上
満
典
議

員
、
放
送
大

学
の
岡
田
光

正
教
授
、
全

国
環
整
連
の

玉
川
会
長
と

牧
野
好
晃
浄

化
槽
部
会
長

の
4
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、「
連

携
～
浄
化
槽
の
あ
り
方
を
考
え

る
～
」
の
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。

　

下
水
道
と
浄
化
槽
の
課
題

に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、

そ
の
上
で
全
国
環
整
連
の
「
水

再
生
シ
ス
テ
ム
」
の
取
り
組
み

を
説
明
。
技
術
上
の
基
準
に

基
づ
い
た
作
業
、
電
子
化
に

よ
る
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
の
連
携
、
こ
れ
ら
に

よ
り
水
質
が
改
善
し
た
結
果

が
紹
介
さ
れ
、
浄
化
槽
の
適

正
な
維
持
管
理
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
の
重
要
性
、
さ
ら

な
る
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
た
。

　

講
演
後
は
午
後
6
時
半
か

ら
懇
親
会
が
開
か
れ
、
式
典

か
ら
引
き
続
き
多
く
の
来
賓

が
出
席
し
た
ほ
か
、
新
党
大

地
の
鈴
木
宗
男
代
表
が
駆
け

つ
け
祝
辞
を
述
べ
た
。
乾
杯

の
発
声
に
は
弘
友
和
夫
元
環

境
大
臣
が
立
ち
、
関
係
者
が

適
正
な
浄
化
槽
普
及
へ
団
結
・

協
力
し
合
う
こ
と
を
呼
び
か

け
た
。
そ
の
後
、
午
後
8
時

半
ま
で
参
加
者
ら
は
相
互
に

懇
親
を
深
め
た
。

山本博司参議院副幹事長（公明党） 環境省和田篤也廃棄物対策課長

山
口
市
組
合
・
三
好
代
表
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来
の
仕
事
に
繋
げ
て
い
く
、
こ

の
こ
と
を
来
年
皆
さ
ん
と
一
緒

に
検
証
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

　

そ
の
後
、
万
歳
三
唱
の
後
、

全
2
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。

　

採
択
さ
れ
た
活
動
方
針
の

要
旨
は
、
適
正
処
理
推
進
部

会
は
適
正
業
務
の
遂
行
を
基

本
理
念
に
、
現
地
支
援
を
通

じ
諸
問
題
解
決
に
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

浄
化
槽
部
会
は
水
再
生
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
き
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
3
業
種
連
携
の

下
、
「
水
再
生
業
者
」
と
な
る

こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　

下
水
道
部
会
は
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
の
現
状
を
踏
ま

え
、
合
特
法
に
よ
る
下
水
道

維
持
管
理
業
務
の
受
託
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
法
令
を
精
査
し
、

汚
水
処
理
施
設
政
策
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
い
管
理
技

術
向
上
に
努
め
る
。

　

循
環
資
源
推
進
部
会
は
適

正
業
務
遂
行
と
リ
サ
イ
ク
ル

業
務
の
推
進
の
観
点
か
ら
、

廃
掃
法
に
基
づ
く
帳
簿
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
研
修

会
を
実
施
す
る
。
ま
た
ブ
ロ
ッ

ク
別
研
修
会
な
ど
を
通
じ
、
各

地
域
の
情
報
収
集
を
行
う
。

　

事
業
部
会
は
バ
イ
オ
マ
ス

等
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る

視
点
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
の
調
査
・
研
究
を
行
い

な
が
ら
外
部
環
境
・
内
部
環

境
を
分
析
し
、
部
会
独
自
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め
る
。

　

青
年
部
会
は
水
再
生
シ
ス

テ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

青
年
部
員
相
互
の
情
報
共
有
・

親
睦
を
図
り
、
事
業
後
継
者

と
し
て
の
自
覚
と
資
質
を
高

め
、
組
合
活
動
を
通
じ
業
界

の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
・
計
画
を

受
け
玉
川
会
長
は
所
信
表
明

に
立
ち
、
岐
阜
県
の
下
水
処

理
場
で
起
き
た
逮
捕
事
案
に

触
れ
な
が
ら
不
適
切
な
業
務

が
重
大
な
結
果
を
招
く
こ
と

や
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重

要
性
を
説
明
。
「
協
同
組
合
は

助
け
合
う
た
め
に
あ
り
、
全

国
環
整
連
で
は
現
地
支
援
制

度
ま
で
設
け
て
い
る
。
誤
り

が
あ
れ
ば
指
摘
し
合
い
、
正

し
て
い
く
。
こ
の
体
制
が
あ

る
う
ち
に
適
正
業
務
の
確
立

に
努
め
、
水
も
漏
れ
ぬ
体
制

を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
今
後
も
全
力
で

進
ん
で
い
く
」
と
表
明
し
た
。

　

次
い
で
政
府
に
対
す
る
要
望

決
議
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大

会
宣
言
を
採
択
。
終
わ
り
に
次

期
開
催
地
が
「
岐
阜
県
」
と
発

表
さ
れ
、
岐
阜
県
組
合
の
牧
野

好
晃
理
事
長
が
「
私
た
ち
は
先

ほ
ど
採
択
さ
れ
た
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
等
に
向
け
て
一
年
間
活
動

し
て
い
く
。
現
状
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
問
題
を
改
善
し
て
将

団
結
し
適
正
業
務
体
制
確
立
を

次
期
開
催
地
は
岐
阜
県
に

41回全国大会

　

第
41
回
全
国
大
会
の
2
日
目
は
午
前
9
時
半
か
ら
方
針
・

本
会
議
が
行
わ
れ
た
（
写
真
）。
全
国
環
整
連
の
適
正
処
理
推

進
部
会
、
浄
化
槽
部
会
、
下
水
道
部
会
、
循
環
資
源
推
進
部
会
、

事
業
部
会
、
青
年
部
会
の
6
部
会
か
ら
、
適
正
な
業
務
体
制

確
立
な
ど
活
動
方
針
・
計
画
が
発
表
・
採
択
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
玉
川
会
長
が
所
信
表
明
し
た
。【政府に対する要望決議】

一、平成3年6月12日付け衛浄第32号厚生省生活衛生局水道環境部長通知にお
いて「下水道の処理区域においては、合併処理浄化槽は遅滞なく下水道に
接続されるものであること。」とあるが、浄化槽は公共用水域の水質保全
並びに生活環境の改善及び保全を図る上で有効な施設であるため、「公衆
衛生の見地から著しく不適切な場合を除き、下水道への接続義務を免除す
ること」と改められたいこと                                       （環境省：浄化槽部会）

一、東日本大震災で、下水道は壊滅的な被害を受けトイレが使用不能となった。
南海トラフ巨大地震の発生が想定される中、国土強靭化対策の一環として
避難場所には浄化槽の設置を義務付けられたいこと（環境省：浄化槽部会）

一、災害時を想定したし尿処理におけるリスク分散の観点から、既存の農業集
落排水処理施設は、下水道に接続することなく活用されたいこと

（農水省：下水道部会）

一、浄化槽は、法律で定められた最小回数で適正な維持管理の下、正常な機能
が発揮できるとして認定されているが、現行法で「以上」とあるため、独
居老人世帯においても、地域や会社一律で過剰な保守点検回数を強いられ
ている実態がある。国民である設置者が、わかりやすいように浄化槽法施
行規則第６条「以上」を削除し、10人槽以下の浄化槽は「通常の使用状
態においては４月に１回、通常の使用状態でない場合は、その限りでない」
と改められたいこと                                                       （環境省：浄化槽部会）

一、浄化槽の維持管理は、経時的な管理や連携した維持管理が必要であると「廃
掃法の解説」や通知で示されていることから、電子化により経時的かつ連携
が図れる記録票を用いた一元管理を図られたいこと   （環境省：浄化槽部会）

一、浄化槽法第11条法定検査は、保守点検、清掃が適正に行われ、浄化槽が
正常に機能しているか否かを確認するものであるが、指定採水員制度で保
守点検業者が法定検査の一部を行い、その結果で判断することは信頼性の
確保ができないことから、指定採水員制度には、暫定期間を設けられたい
こと                                                                                  （環境省：浄化槽部会）

一、浄化槽送風機は停止後３日程で水質悪化することを踏まえ、公共用水域の
水質保全の観点から、新設される浄化槽に対し、水質悪化がいち早く発見
でき未然に防止できる　送風機停止警報器常設を省令化されたいこと

（環境省：浄化槽部会）

一、「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」
において、今後の汚水処理施設整備は１０年程度で概成を目指すとされて
いることに対し、浄化槽で速やかに整備することが今後の地方財政の負担
軽減になるよう、環境省・国土交通省・農林水産省3省で検討され、結論
を出されるよう要望する　　　　 （国交省・環境省・農水省：下水道部会）

一、一般廃棄物処理は市町村固有の事務であるが、多くは許可・委託業者が担っ
ている。最高裁判決・平成26年４月３日（伊万里市）にあるように、市
町村は下水道整備による既存業者への影響を考慮しつつ、一般廃棄物処理
業の安定を保持し、もって廃棄物の適正な処理を図られるよう、合理化事
業計画の策定を強く指導されたいこと           （環境省：適正処理推進部会）

一、市町村が、同一区域内で複数の業者に区域を定めず許可を与えると、責任
が不明確になり、一般廃棄物の適正処理に支障をきたすため、廃掃法第７
条第11項の規定を「一般廃棄物の収集を行う区域を定めることとし、そ
の他、生活環境の保全上必要な条件を付することができる。」とされたい
こと                                                                      （環境省：適正処理推進部会）

一、循環型社会を形成するためには、住民の積極的参加と意識向上が不可欠
であることから、地元業者を活用したリサイクルシステムを構築された
いこと                                                                  （環境省：循環資源推進部会）

一、リサイクルと称した一廃・産廃の違法混載など不適切な処理を無くすため、
処理責任を明確にした一般廃棄物処理計画策定の指導を強化されたいこと

（環境省：循環資源推進部会）

一、全国で稼働中の約5,100の農業集落排水施設のうち、設置後20年を超える
老朽化施設が急増すると予想される。農業集落排水処理施設は、地域の資
源循環施設と位置付けられており、発生する農集バイオ泥のリサイクルは、
平成25年度末で69％、処理水は79％に止まっていることから、さらに資
源循環の取り組みを推進されたいこと                            （農水省：事業部会）

【大会スローガン】
一、法令を遵守し、安定的に継続した事業が行えるよう適正業務を推進する

一、区域を定めた一般廃棄物処理計画に基づき、責任を明確にした仕事の実施

一、不法・不当な新規許可を絶対阻止する　

一、全国環整連水再生システムによる、連携した浄化槽維持管理体制の確立

一、全国新清掃・保守点検記録票を用い、処理水質に責任をもった作業の実施

一、「積み替え保管施設」（エコドーム）を通し、住民サービスの向上と再資源化
事業を推進する

一、廃掃法をはじめとした関係法令の実務研修に取り組み、確固たる事業の継続

一、バイオマスによる汚泥リサイクルシステムの調査・研究・マニュアル化の取
り組み

【大会宣言】

　中小・零細業者が協同組合を組織する目的は、抗議行動のために団結
するのではなく、お互いの仕事のあり方に関心を持ち、誤りがあれば指
摘し合い、より良く正しい仕事をするために団結することにある。

　近年、廃棄物を取り巻く環境は、幾多の変遷を経て代わりつつあり、
これまではごみとして扱われていたものがリサイクルの流れに乗り、ご
み排出量が大幅に減少する時代となった。

　本大会を契機に全国環整連は、より良好な処理水質を求めるという理
念の下、浄化槽に携わる人々が連携し、技術の向上に努め、循環型社会
にも貢献できる変革に取り組み、業種の存続のために団結し、組合員相
互を守り抜くことをここに宣言する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成27年10月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  全国環境整備事業協同組合連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　  第41回全国大会
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多
く
の
ご
来
賓
の
出
席
を
得
て
、
全

国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
は

第
41
回
全
国
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
式
辞
を
述
べ
ま
す
。

　

国
内
外
に
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
日

本
は
、
今
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
と
レ
ベ
ル
で
進
む
人
口
減
少
が
も
た

ら
す
、
経
済
、
年
金
財
政
、
イ
ン
フ
ラ

に
与
え
る
影
響
は
ど
れ
ほ
ど
か
、
リ
ス

ク
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
私
た
ち
は
下

水
道
と
浄
化
槽
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

平
成
25
年
全
国
に
お
け
る
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
は
88
・
9
％
、
今
後
の
対

象
は
人
口
減
少
が
最
も
進
む
中
山
間
地

域
と
な
る
。

　

下
水
道
に
よ
る
集
合
処
理
は
、
多
く

の
人
口
を
一
括
で
処
理
す
る
合
理
的
な

手
法
で
あ
る
が
、
自
治
体
の
下
水
道
会

計
は
企
業
会
計
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
1
兆
円
の
赤
字
を
一
般
会
計

か
ら
補
填
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
上
に
、

人
口
減
少
と
な
る
と
料
金
収
入
は
更
に

厳
し
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

浄
化
槽
は
日
本
で
発
明
さ
れ
、
時
代

と
と
も
に
革
新
的
進
化
を
遂
げ
て
き
た

　

全
国
環
整
連
の
第
41
回
全
国
大
会

に
は
、
国
会
、
行
政
、
業
界
か
ら
多

数
の
来
賓
が
出
席
し
た
。

　

大
会
式
典
で
は
公
明
党
の
山
本
博

司
参
議
院
議
員
、
維
新
の
党
の
高
井

た
か
し
衆
議
院
議
員
、
民
主
党
の
小

見
山
幸
治
参
議
院
議
員
、
公
明
党
の

弘
友
和
夫
元
環
境
大
臣
ら
が
出
席
。

懇
親
会
か
ら
は
新
党
大
地
の
鈴
木
宗

男
代
表
が
駆
け
つ
け
た
。

　

こ
の
う
ち
式
典
の
来
賓
挨
拶
で
小

見
山
議
員
は
「
生
活
排
水
処
理
は
か

つ
て
下
水
道
が
主
役
で
あ
っ
た
が
、

世
界
に
誇
れ
る
個
別
排
水
処
理
装
置
で

あ
る
と
言
え
る
。

　

一
般
の
家
庭
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る

と
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
三

つ
が
維
持
管
理
と
し
て
必
要
と
な
る
が
、

い
ず
れ
の
問
題
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。

　

日
本
は
、
隣
国
の
食
品
偽
装
な
ど
に

は
厳
し
い
批
判
を
す
る
が
、
国
内
の
改

め
る
べ
き
問
題
か
ら
目
を
背
け
る
古
い

体
質
が
政
治
・
行
政
に
あ
る
。

　

保
守
点
検
は
地
域
単
位
で
点
検
時
間

5
分
間
、
点
検
回
数
は
通
常
の
使
用
状

態
に
お
い
て
年
3
回
で
い
い
と
こ
ろ
を

不
必
要
に
年
12
回
行
っ
て
い
る
。

　

法
定
検
査
は
判
定
基
準
が
不
統
一
、

検
査
員
が
現
場
に
行
か
な
い
11
条
検
査
。

　

清
掃
に
お
い
て
は
器
具
機
材
を
使
っ

て
清
掃
に
先
立
っ
た
点
検
を
行
い
水
質

管
理
に
必
要
な
経
時
的
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
。
電
子
化
な
ど
と
は
程
遠
い
状

態
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
せ
ず
し
て
、

国
民
で
あ
る
設
置
者
に
厳
し
い
罰
則
を

科
し
て
、
義
務
化
し
て
い
る
事
に
制
度

の
不
備
と
怠
慢
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

全
国
環
整
連
は
、
今
後
、
多
く
発
生

す
る
独
居
老
人
世
帯
に
つ
い
て
も
、
行

政
か
ら
の
要
望
に
対
し
料
金
問
題
と
し

て
対
応
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
に
関
す
る
法
的
見
直
し
を
含

め
て
改
善
す
る
こ
と
は
、
水
環
境
の
観

点
、
さ
ら
に
は
自
治
体
財
政
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
結
果
、
国
益
に
資
す

る
事
で
あ
る
と
申
し
上
げ
式
辞
と
し
ま

す
。

近
年
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
今

後
は
財
政
に
や
さ
し
く
、
工
期
も
短

く
環
境
に
も
優
し
い
浄
化
槽
に
代
わ

る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同

時
に
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

が
で
き
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と

も
事
実
。
1
年
前
に
浄
化
槽
の
在
り

方
に
関
す
る
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
、

今
は
一
元
的
な
維
持
管
理
、
電
子
化
、

そ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
て
い
る
。
環
整
連
の
皆
さ
ま
の

取
り
組
み
が
業
界
全
体
に
広
が
り
、

前
に
進
ん
で
い
く
よ
う
私
も
努
力
し

て
い
く
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
懇
親
会
で
は
乾
杯
の
発
声
に

弘
友
元
環
境
大
臣
が
立
ち
、「
議
員

で
は
な
く
な
っ
た
が
、
山
口
那
津
男

代
表
か
ら
声
が
か
か
り
私
も
公
明
党

の
浄
化
槽
整
備
推
進
議
員
懇
話
会
に

残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
も
玉
川

会
長
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

下
水
道
に
は
毎
年
1
兆
円
以
上
の
繰

り
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の

た
め
に
団
結
し
て
こ
れ
を
変
え
て
い

く
。
声
を
張
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。

小見山幸治参議院議員（民主） 高井たかし衆議院議員（維新）

弘友和夫元環境大臣 新党大地鈴木宗男代表

大
会
式
辞

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長　

玉
川　

福
和

式典・懇親会に各界から来賓多数

全
国
環
整
連
の
活
動
に
期
待
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冒
頭
で
玉
川
会
長
（
写
真

下
）
は
「
大
会
の
テ
ー
マ
は

逮
捕
と
、
刺
激
的
な
タ
イ
ト

ル
を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
年
8
月
、
ポ
ン
プ
場

清
掃
の
際
に
出
た
バ
ケ
ツ
2

杯
分
の
洗
浄
済
み
の
砂
を
敷

地
内
に
埋
め
た
と
こ
ろ
、
汚

泥
の
不
法
投
棄
に
当
た
る
の

で
は
と
5
名
が
逮
捕
さ
れ
る

事
件
が
起
き
た
。
逮
捕
さ
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
か
い
ま
だ

に
疑
問
が
残
る
が
、
22
日
間

拘
留
さ
れ
る
中
で
当
事
者
や

会
社
、
さ
ら
に
家
族
に
大
変

な
負
担
が
か
か
る
。
今
日
は

本
件
の
問
題
点
、
改
善
点
を

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
ま

た
合
わ
せ
て
合
特
法
の
判
例
、

浄
化
槽
3
業
種
連
携
に
よ
る

水
質
改
善
事
例
を
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
い
で
第
1
部
講
演
に
入

り
「
廃
棄
物
処
理
法
違
反
の

刑
事
事
件
に
学
ぶ
」
の
テ
ー

マ
で
、
今
回
の
事
件
に
対
応

し
た
林
勘
市
弁
護
士
と
碇
由

利
絵
弁
護
士
が
事
件
の
概
要
、

誤
認
逮
捕
や
取
り
調
べ
の
実

態
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
仮
に
有
罪
と

な
っ
た
場
合
は
〝
両
罰
規
定
〟

に
よ
り
会
社
も
罰
金
刑
（
3
億

円
以
下
）
を
受
け
、
さ
ら
に

各
種
許
可
が
取
り
消
さ
れ
る
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
の
実
名
報
道
、

関
係
方
面
に
対
す
る
事
情
説

明
、
行
政
と
の
対
応
な
ど
「
大

変
な
影
響
が
出
る
」
と
注
意

を
促
し
た
。
ま
た
虚
偽
自
白

が
生
ま
れ
て
し
ま
う
苛
烈
な

取
り
調
べ
の
実
態

に
つ
い
て
も
触
れ

な
が
ら
、
今
後
の

教
訓
と
し
て
社
会

的
責
任
と
危
機
管

理
意
識
を
自
覚
す

る
こ
と
や
社
員
教

育
の
徹
底
、
作
業

日
報
等
の
管
理
徹

底
、
行
政
と
の
日
常

的
な
報
告
・
確
認
、

指
示
・
確
認
事
項
を
日
付
確
認

可
能
な
文
書
で
残
す
な
ど
客

観
化
が
重
要
と
訴
え
た
。

　

こ
の
後
の
第
2
部
講
演
は

釜
谷
理
恵
弁
護
士
を
講
師
に

「
合
特
法
に
関
す
る
判
例
」
と

し
て
、
市
町
村
に
お
け
る
一

般
廃
棄
物
の
処
理
責
任
、
合

特
法
の
概
要
、
佐
賀
県
伊
万

里
市
の
判
例
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　

さ
ら
に
「
浄
化
槽
3
業
種

連
携
に
よ
る
水
質
改
善
」
の

報
告
が
行
わ
れ
、
3
業
種
連

携
の
具
体
事
例
と
、
実
際
の

放
流
水
改
善
が
紹
介
さ
れ
た
。

岐
阜
大
会
「
逮
捕
」
に
1
0
5
1
名

適
正
業
務
、社
会
的
責
任
を
研
修

全国環整連
　

全
国
環
整
連
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
11
月
9
日
、
岐
阜

市
の
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
平
成
27
年
度
大
会
を
開
催

し
た
（
写
真
上
）。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
逮
捕
」。
今
年

8
月
に
廃
掃
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
（
後
に
不
起
訴
処
分
）

さ
れ
た
岐
阜
県
内
の
事
例
か
ら
日
常
業
務
に
潜
む
逮
捕
の

リ
ス
ク
を
説
明
。
適
正
業
務
と
並
ぶ
社
会
的
責
任
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
重
要
性
に
つ
い
て
研
修
し
た
。
会

場
に
は
県
・
市
町
村
議
会
か
ら
1
5
2
名
、
行
政
3
1
5

名
、
一
般
2
1
7
名
、
さ
ら
に
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
か

ら
3
6
7
名
の
業
者
と
、
合
計
1
0
5
1
名
が
集
ま
っ
た
。

　

静
岡
県
環
境
整
備
事
業
協

同
組
合
（
鈴
木
雪
春
理
事
長
）

は
11
月
13
日
、
静
岡
市
の
清

水
文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー
ト
で

平
成
27
年
度
「
災
害
時
の
ト

イ
レ
問
題
・
し
尿
処
理
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
行
政
や
県
・

市
議
会
議
員
、
さ
ら
に
関
係

団
体
な
ど
全
国
か
ら
関
係
者

2
5
0
名
が
出
席
し
、
講
演
を

通
じ
て
災
害
へ
の
事
前
準
備

の
必
要
性
、
ト
イ
レ
が
招
く

健
康
問
題
、
公
衆
衛
生
の
確

保
に
つ
い
て
研
修
し
た
。
ま

た
静
環
協
か
ら
は
同
組
合
が

取
り
ま
と
め
た
災
害
時
の
ト

イ
レ
対
策
、
浄
化
槽
状
況
確

認
、
し
尿
収
集
運
搬
計
画
の

手
引
き
が
情
報
提
供
さ
れ
た
。

　

同
研
修
会
は
「
世
界
ト
イ

レ
の
日
」
が
11
月
19
日
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
開
催

す
る
も
の
で
、
今
回
で
2
回
目

と
な
る
。
前
回
の
研
修
会
で

明
ら
か
に
な
っ
た
災
害
時
の

し
尿
処
理
問
題
等
を
踏
ま
え
、

今
回
は
避
難
所
や
自
宅
で
の

ト
イ
レ
対
策
と
、
排
出
さ
れ

た
し
尿
の
適
正
処
理
の
た
め

の
対
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

講
演
は
防
衛
医
科
大
学
校

の
秋
冨
慎
司
医
学
博
士
が
「
医

療
現
場
か
ら
見
た
被
災
時
の

ト
イ
レ
の
重
要
性
と
対
応
」
、

N
P
O
法
人
日
本
ト
イ
レ
研

究
所
の
加
藤
篤
代
表
理
事
が

「
災
害
時
の
避
難
所
や
自
宅
で

の
ト
イ
レ
対
策
」
、
静
岡
県
の

増
田
始
己
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
課
長
が
「
災
害
時
に
お
け
る

適
正
な
し
尿
処
理
対
策
」
の

3
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
秋
冨
医
学
博
士

は
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た

災
害
医
療
現
場
で
の
経
験
を

踏
ま
え
、
災
害
に
備
え
た
事

前
準
備
、
他
機
関
の
連
携
や

情
報
伝
達
の
重
要
性
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

続
い
て
静
環
協
か
ら
「
災
害

時
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
ガ
イ

ド
」
「
災
害
時
の
浄
化
槽
仕
様

確
認
手
引
き
」
「
災
害
時
の
し

尿
収
集
運
搬
計
画
の
提
案
」
の

3
点
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

行
い
、
終
わ
り
に
鈴
木
理
事
長

（
写
真
）
は
「
私
ど
も
は
県
と

災
害
協
定
を
締
結
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
こ
の
よ
う
な

研
修
会
を
開
き
、
情
報
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
災
害
時
に
は
組
合
員

同
士
助
け
合
っ
て
応
援
に
行

く
な
ど
対
応
す
る
、
B
C
P
を

策
定
す
る
、
緊
急
車
両
の
事
前

登
録
を
す
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
。
今
後
と

も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
た

い
」
と
ま
と
め
た
。

ト
イ
レ
問
題
・
し
尿
処
理
研
修
会
に
250
名

東
日
本
大
震
災
取
り
組
み
な
ど
発
表

静環協

ン
タ
ー
で
記
録
票
を
打
ち
出

す
仕
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
質

疑
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

3
業
種
連
携
に
よ
る
水
質

改
善
事
例
、
症
状
別
の
対
策

事
例
と
改
善
結
果
、
申
し
送

り
の
指
示
内
容
を
デ
ー
タ
集

約
し
、
検
証
す
る
こ
と
で
水

質
の
改
善
率
が
向
上
し
た
こ

と
な
ど
も
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

作
業
で
は
全
国
新
保
守
点

検
記
録
票
お
よ
び
清
掃
記
録

票
を
用
い
、
過
去
の
経
時
的

デ
ー
タ
と
保
守
点
検
・
清
掃
の

相
互
か
ら
の
申
し
送
り
内
容

を
確
認
し
た
。
ま
た
水
質
測

定
や
汚
泥
厚
測
定
、
ブ
ロ
ワ

の
点
検
と
送
風
機
停
止
警
報

器
、
汚
泥
濃
縮
車
に
よ
る
作

業
、
さ
ら
に
モ
バ
イ
ル
プ
リ

　

全
国
環
整
連
浄
化
槽
部
会

は
8
月
31
日
、
岐
阜
県
内
で

「
浄
化
槽
維
持
管
理
作
業
現
地

視
察
」
を
実
施
し
、
こ
れ
に

環
境
省
の
鎌
形
浩
史
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
長
、
吉

川
圭
子
浄
化
槽
企
画
官
、
民

主
党
の
小
見
山
幸
治
参
議
院

議
員
が
参
加
し
た
。
同
県
で

実
施
し
て
い
る
浄
化
槽
保
守

点
検
、
清
掃
作
業
と
、
そ
の

結
果
を
判
定
す
る
法
定
検
査

も
含
め
3
業
種
が
連
携
し
た

適
正
管
理
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

浄化槽維持管理現地作業に
環境省鎌形部長ら

3業種連携の必要性など説明

全国環整連

保守点検作業。透視度測定の説明を受ける鎌形部長
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広大な敷地の明星セメント・糸魚川工場

　

糸
魚
川
市
は
日
本
列
島
形
成

の
貴
重
な
地
質
構
造
で
あ
る

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
端
（
糸

魚
川
静
岡
構
造
線
）
で
、
無
尽

蔵
に
近
い
石
灰
石
資
源
だ
け
で

な
く
、
国
内
随
一
の
翡
翠
（
ヒ

ス
イ
）
の
産
地
で
も
あ
る
。

　

漁
協
以
外
に
目
立
っ
た
産
業

は
無
く
、
人
口
約
4
万
5
0
0
0

人
の
セ
メ
ン
ト
製
造
を
中
心

と
す
る
ひ
っ
そ
り
と
し
た
街

だ
。
　
　

　

訪
問
先
の
明
星
セ
メ
ン
ト

は
、
国
内
生
産
量
・
供
給
量
と

も
に
ト
ッ
プ
の
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
傘
下
で
、
設
立
57
年
の
歴
史

を
持
つ
。

　

同
社
糸
魚
川
工
場
は
、
背
後

に
セ
メ
ン
ト
原
料
と
な
る
石
灰

石
の
大
鉱
床
を
持
ち
、
日
本
海

に
面
し
姫
川
港
か
ら
専
用
タ
ン

カ
ー
で
出
荷
で
き
る
。

　

実
質
的
に
明
星
セ
メ
ン
ト
と

デ
ン
カ
（
旧
・
電
気
化
学
工

業
）
の
専
用
港
に
な
っ
て
お

り
、
地
方
港
湾
で
は
唯
一
、
総

合
静
脈
物
流
拠
点
港
（
リ
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
） 

に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　

セ
メ
ン
ト
の
製
造
工
程
は
、

大
き
く
分
け
て
原
料
工
程
・
焼

成
工
程
・
仕
上
工
程
の
3
つ
か

ら
成
る
。

　

糸
魚
川
工
場
で
は
、
背
後
の

田
海
鉱
山
か
ら
主
原
料
の
石

灰
石
を
延
長
6
㌔
㍍
に
及
ぶ

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
運
び
、
珪

石
、
粘
土
、
鉄
原
料
と
調
合
。

高
さ
65
ｍ
の
タ
ワ
ー
型
予
熱

装
置
で
約
9
0
0
℃
に
予
熱

し
た
の
ち
、
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル

ン
（
回
転
窯
）
に
投
入
し
、
さ

ら
に
1
4
5
0
℃
程
の
高
温

に
加
熱
さ
れ
、
ク
リ
ン
カ
ー
と

呼
ば
れ
る
焼
塊
に
焼
き
固
め

ら
れ
る
。

　

約
1
0
0
℃
ま
で
急
冷
し
た

ク
リ
ン
カ
ー
は
、
仕
上
工
程
で

ミ
ル
粉
砕
さ
れ
セ
メ
ン
ト
と
な

る
。

　

ま
た
同
工
場
は
、
M
A
C
H

（
マ
ッ
ハ
）
設
備
と
呼
ぶ
特
殊

な
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
持
つ
。

姫
川
港
ま
で
の
幹
線
道
路
1
・

1
㌔
㍍
の
地
下
に
埋
設
さ
れ
、

セ
メ
ン
ト
粉
塵
が
一
切
出
な
い

パ
イ
プ
式
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

で
出
荷
し
、
同
時
に
石
炭
燃
料

な
ど
を
受
け
入
れ
て
工
場
に
戻

る
仕
組
み
だ
。

　

糸
魚
川
工
場
で
は
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
廃
棄
物
を

利
用
し
た
「
廃
熱
発
電
設
備

（
8
9
0
0
k
W
）」
を
1
9
8
4

年
に
設
置
。
1
9
9
7
年
に

窒
素
酸
化
物
や
硫
黄
酸
化
物

を

低

く

抑

え

る
「

循

環

流

動
層
型
ボ
イ
ラ
の
発
電
設
備

（
1
万
8
3
7
0
k
W
）」
を
設

置
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
友
商
事
と
の

合
弁
会
社
「
サ
ミ
ッ
ト
明
星

パ
ワ
ー
㈱
」
を
設
立
し
、
木

質
チ
ッ
プ
を
燃
料
の
約
7
割

に
利
用
す
る
国
内
最
大
級

の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

2
0
0
4
年
に
完
成
。
セ
メ

ン
ト
工
場
の
電
力
の
約
7
割

を
ま
か
な
う
と
共
に
首
都
圏

の
大
口
需
要
家
に
供
給
し
て

い
る
。

　

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

よ
り
低
コ
ス
ト
に
カ
ロ
リ
ー
源

と
な
る
廃
棄
物
を
大
量
に
集
め

ら
れ
る
か
が
カ
ギ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

明
星
セ
メ
ン
ト
は
様
々
な
好

条
件
を
活
用
し
、
地
域
社
会
と

の
信
頼
関
係
、
企
業
の
社
会
的

責
任
を
確
立
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

経
営
の
徹
底
や
安
全
・
品
質
の

確
保
、
環
境
配
慮
型
の
事
業
活

動
を
推
進
し
、
セ
メ
ン
ト
業
界

で
の
生
き
残
り
を
模
索
す
る
事

業
例
と
言
え
る
。

環
整
連
・
事
業
部
会
で
は
、
視
察
と
共
に

〝
強
み
〞〝
弱
み
〞〝
機
会
〞〝
脅
威
〞

の
４
つ
の
視
点
で
意
見
交
換
を
行
い
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

バイオマス利活用の最前線

最大級バイオマス発電が電力供給最大級バイオマス発電が電力供給最大級バイオマス発電が電力供給最大級バイオマス発電が電力供給
セメント工場のサーマルリサイクル視察

明星セメント

事業部会及び新環協・青年部の50名が参加した

　

全
国
環
整
連
の
事
業
部
会
は
10
月
8
日
、
明
星
セ
メ
ン

ト
の
糸
魚
川
工
場
を
訪
問
し
大
規
模
な
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
視
察
し
た
。
国
内
最
大
級
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

が
セ
メ
ン
ト
工
場
に
電
力
の
約
7
割
を
供
給
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
を
高
温
焼
成
炉
の
燃
料
と
し
て
利
用
す

る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
廃
熱
発
電
や
焼
却
灰
を
セ

メ
ン
ト
原
料
に
利
用
で
き
る
た
め
、
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
手
段
と
し
て
浸
透
し
始
め
て
い
る
。
一
方
で
、「
燃
や

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
安
易
な
解
釈
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
大
原
則
で
あ
る
3
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
）
を
揺
る
が
し
、
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、
不

用
品
の
再
使
用
に
逆
行
す
る
と
心
配
す
る
専
門
家
も
多

い
。
地
域
毎
の
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る

我
々
業
界
に
と
っ
て
、
セ
メ
ン
ト
工
場
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
は
ど
の
様
な
脅
威
な
の
か
を
改
め
て
考
え
る
。

屈
指
の
石
灰
石
鉱
床
と

　

日
本
海
側
の
セ
メ
ン
ト
生
産
拠
点

深
刻
な
生
産
量
減
少
と

　
　
　
　
　
　
　

木
質
バ
イ
オ
発
電

法
遵
守
、
環
境
配
慮
を

　
　
　
　
　

徹
底
し
生
き
残
り
模
索

　

一
方
で
セ
メ
ン
ト
業
界
は
、

バ
ブ
ル
経
済
期
を
ピ
ー
ク
に
年

間
8
0
0
0
万
㌧
あ
っ
た
国
内

生
産
量
が
、
景
気
低
迷
、
公
共

事
業
の
減
少
と
共
に
減
り
続
け
、

現
在
は
4
6
0
0
万
㌧
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。
今
後
も
需
要
の

減
少
が
深
刻
で
、
業
界
再
編
、

工
場
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
大
量
の
原
材
料
、
燃

料
、
電
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、

古
く
か
ら
自
然
環
境
の
破
壊
、

セ
メ
ン
ト
粉
塵
に
よ
る
健
康
被

害
、
関
係
車
両
に
よ
る
交
通
障

害
、
近
年
は
C
O
2

排
出
問
題

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

セ
メ
ン
ト
協
会
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
が
各
種
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
国
土
強
靭
化
に
不
可

欠
だ
と
再
認
識
を
訴
え
る
と
共

に
、
あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
は
セ
メ

ン
ト
原
料
に
活
用
で
き
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
重
要
な
力
に
な
っ
て

い
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
廃
タ
イ
ヤ
は
燃
料

と
し
て
の
ゴ
ム
と
鉄
原
料
の
ワ

イ
ヤ
ー
を
適
度
に
含
ん
で
お

り
、
有
価
物
と
し
て
セ
メ
ン
ト

工
場
に
引
き
取
ら
れ
、
熱
源
及

び
資
材
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て

い
る
。
同
様
に
、
廃
プ
ラ
も
良

質
な
カ
ロ
リ
ー
で
有
価
で
の
取

り
合
い
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。

　

明
星
セ
メ
ン
ト
も
「
環
境
に

優
し
い
企
業
を
目
指
す
」
と
し

て
I
S
O
を
取
得
。
セ
メ
ン
ト

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
産
廃
・
一
廃

を
活
用
し
て
社
会
貢
献
を
意
識

し
、
2
0
0
5
年
（
平
成
17
年
）

か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に

も
進
出
し
た
。
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高
知
県
で
浄
化
槽
適
正
管
理

推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
低
迷

す
る
高
知
市
内
の
法
定
検
査
率

の
向
上
や
、
適
正
な
維
持
管
理

体
制
の
確
立
に
向
け
、
国
会
議

員
、
県
議
会
並
び
に
市
議
会
議

員
、
県
土
木
部
公
園
下
水
道
課
、

市
環
境
保
全
課
、
浄
化
槽
協
会
、

検
査
セ
ン
タ
ー
、
高
知
県
環
境

整
備
事
業
協
同
組
合
、
環
境
保

全
協
会
、
他
2
団
体
の
関
係
者

が
協
議
を
開
始
し
た
。

　

高
知
県
環
境
整
備
事
業
協
同

組
合
の
戸
田
明
理
事
長
が
呼
び

か
け
人
と
な
り
、
8
月
17
日
に

初
会
合
を
開
き
、
戸
田
理
事
長

は
一
括
契
約
の
実
現
を
柱
に
浄

化
槽
を
取
り
巻
く
課
題
の
現
状

を
説
明
。
岐
阜
県
の
一
括
契
約

事
例
を
発
表
し
、
関
係
機
関
の

連
携
に
よ
り
約
90
％
の
高
い
受

検
率
を
達
成
し
て
い
る
と
し
た
。

　

11
月
26
日
に
開
か
れ
た
第
2

回
会
合
で
は
、
前
回
の
現
状
把

握
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
制
度

に
向
け
た
議
論
を
開
始
。
一
括

契
約
の
有
用
性
に
つ
い
て
意
識

を
共
有
し
た
。

　

高
知
県
で
は
、
高
知
市
以
外

の
11
条
検
査
受
検
率
は
70
％

で
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

る
。
し
か
し
高
知
市
内
は
38
％

で
、
全
国
平
均
の
33
％
を
越

え
る
も
の
の
極
端
に
受
検
率

が
低
い
。
県
は
平
成
42
年
度

ま
で
に
浄
化
槽
整
備
を
推
進

し
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
4
の
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
を
90
％

に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

関
係
機
関
が
連
携
し
、
浄
化

槽
の
適
正
な
維
持
管
理
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
も
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

高
知
市
内
の
一
括
契
約
を

適
正
管
理
推
進
協
議
会
が
発
足

高
環
協


